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1. 研究動機 

私たちは以前、福島県郡山市でオーストラリアの電波望遠鏡を遠隔操作し、宇宙からの電波を受信するというイベントに参加

した。そこで私たちは電波望遠鏡の構造と観測に興味を持ち、参考文献[1]をもとに太陽電波観測を目的とした電波望遠鏡を製作

した。今回は自作電波望遠鏡が太陽電波を捉えられているか二つの実験で証明を試みた。また、太陽フレアによる電波変化の観

測と考察を行った。 

 

2. 研究内容 

Ⅰ．太陽電波であることの証明 

これまでの研究で製作した自作電波望遠鏡が目的である太陽電波を捉えられているか以下の二つの証明方法で証明を試みた。 

(1) 電波の値の変化と受信部の影の変化を用いた証明 

アンテナの受信部(アンテナ中央の突起)の影と電波の値の変化から、受信した電波が太陽電波であることを証明する。 

証明は以下の手順で行った。 

① 電波が最も強い時の値(最高値)を求めるために、アンテナ表面に受信部の影ができないように電波望遠鏡を設置し、電波観

測を行う。 

② 電波が最も弱い時の値(最低値)を求めるために、アンテナを傾け予想最低値を求める。 

③ ①の向きでアンテナを固定して観測し、実際の最低値を求める。 

④ 観測で得られたグラフの変化を確認する。 

(2) 電波の観測時間とビーム幅の関係を用いた証明 

最高値と最低値の中間値までの時間(半値)の 2 倍(半値幅)の間に地球が自転した角度を求め理論ビーム幅(分解能)と比較し証

明する。 

Ⅱ．太陽フレアによる現象の観測と考察 

2014 年 9 月 10 日に発生した太陽フレアによる電波変化の観測を試みた。それによって得られたデータについての考察を行う。 

3. 研究結果・考察 

Ⅰ．太陽電波であることの証明 

(1) 電波の値の変化と受信部の影の変化 

観測の結果、次のような受信部の影の変化と電波変化のグラフが得られた。 

最高値の時点(図１)から予想される最低値までの影の変化が図 2 である。また、実際の太陽の動きから得られた最低値の影の

変化は図 3 である。図 1、2、3 を比較すると、最高値から予想最低値までの影の変化と最高値から実際の最低値までの影の変化

が似ていることが分かる。そして、この２つの最低値の値も近いものが得られた。 

図４はアンテナを固定し、実際の太陽の動きから観測された電波変化のグラフである。グラフを見ると最高値から最低値ま

図 1 最高値(0.020V) 

図 2 予想最低値(0.011V)  

予想される影の変化 

図 3 最低値(0.010V) 

実際の影の変化 
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で電圧の値が徐々に下がっていることが分かる。このことから、受信部の影が出来るにつれて得られる電圧の値も下がっていく

と言える。 

よって、アンテナ受信部の影の変化と最高値、最低値のグラフの変化より観測している電波が太陽によるものだと証明するこ

とができる。 

(2)電波の観測時間とビーム幅の関係を用いた証明 

観測したデータの半値幅の間に地球が自転した角度(=太陽が動いた角度)を求めた結果が図 5 である。また、アンテナの理論ビ

ーム幅は下のようにして求めた。計算の結果、全体の角度平均と理論ビーム幅の誤差が４％と低い値になった。このことからも

自作電波望遠鏡が太陽電波を観測できていることが証明できる。Ⅱ．太陽フレアによる現象の観測と考察 9 月 12 日に観測した電

波に大きな値の変化が見られ、調査したところ、静止軌道電子の値の変化で似ていた部分があったため、太陽フレアによる電波

の変化を観測したと考えられる。また、時差を計算したところ、似た値の変化を起こしている時間がほぼ同時刻であったため、上

記の考えが正しいと考えられ、太陽フレアによる電波の変化を観測できた。 

4.まとめと今後の展望 

自作電波望遠鏡で太陽電波を受信できていることが確認できた。また、太陽フレアによる電波の観測にも成功した。今後は長

期的な観測を行い、太陽電波の変化や太陽フレアなどの太陽の活動について調べていきたい。 
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図 5 計算結果 
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図 6 電波の値の変化（9月 12日） 

図7 静止軌道電子 
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